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ｂ－２．ＩＴ部門や情報システム部門の状況 

適正が70.4％と圧倒的に多く、次いで不足29.6％となっている。 
N = 27
80.072.064.056.048.040.032.024.016.08.0
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ｃ．社内の情報化の責任者 

経営者自身が 43.1％と最も多く、次いでいない 37.5％、ＩＴ部門や情報システム部門責任者 10.8％

となっている。中小企業の情報化は、経営者の意識に左右されると考えられ、経営者の意識啓発が必要

である。 
N = 544
50.045.040.035.030.025.020.015.010.05.0

3.1その他　　　　　

37.5いない　　　　　

10.8
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ｄ．ＩＴ化推進のための人材育成策として実施していること 

特に教育していないが59.2％と圧倒的に多く、次いで公共機関や業界団体主催の研修受講24.4％、民

間が実施する研修受講16.0％となっている。 
N = 544
60.054.048.042.036.030.024.018.012.06.0
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